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一 般 目 標 

保育者はより広い冷静な視点から子どもの保育考え、より良い保育の仕方を模索していくことが

求められます。そこで「保育原理」では、誕生から就学前の乳幼児の保育についての基本的な見方

や考え方、保育の理論を学び、保育所における保育の健康・安全や多様なニーズについて理解しま

す。さらに家庭・地域との連携や相談・援助の基本的事項について学びます。 

到 達 目 標 

(1)保育の意義及び目的について理解する。 

(2)保育に関する法令及び制度について理解する。 

(3)保育所保育指針における保育の基本について理解する。 

(4)保育の思想と歴史的変遷について理解する。 

(5)保育の現状と課題について考察する。 

授 業 の 概 要 

保育者としてのキャリア形成を展望する上で、保育の意味、歴史、保育の意義等について理解す

る。特に、子ども・子育て支援新制度施行に伴い平成29年告示の保育所保育指針における保育の基

本について、養護と教育の一体性、環境を通して行う保育、発達過程に応じた保育、保護者との緊

密な連携、倫理観に裏付けられた保育士の専門性について理解する。保育の現状を調べ、その課題

解決の方策を検討する。授業形態は、講義とする。 

ディプロマ・ポ

リシーとの関係 

本講義は、教育学部のディプロマ・ポリシーに掲げる｢５.教育実践力を身につけている。｣｢６.教科・

教職に関する基礎的・応用的知識を身につけている。｣を育成する科目として配置している。 

授 業 計 画 

第１回：オリエンテーション・保育の理念や概念 

保育・子ども・遊びなどを大きな骨組みがわかり、保育原理を学ぶ意義を理解する。(目標(1)) 

第２回：保育の社会的役割と責任 

子ども家庭福祉の観点から保育のやわ栗や虐待防止等について学ぶ。(目標(1)) 

第３回：子ども・子育て支援新制度 

  子ども・子育て支援新制度の仕組みや取組で目ざしていることについて学ぶ。（目標（2）） 

第４回：保育の実施体系 

  保育施設の設置及び運営の基準や、支給認定、教育・保育給付の仕組みについて学ぶ。（目標（2）） 

第５回：保育所・幼稚園・認定こども園 

保育を支える法規や目的や対象児童など保育所・幼稚園の相違点、また認定こども園について

も併せて学ぶ。(目標(2)) 

第６回：保育の意義・目標 

  生きる力の基礎を培うためにどのような目標のもと、保育がなされていくのかについて学ぶ。（目標（3）） 

第７回：保育方法 

保育の目的や目標を達成するためにどのような内容をどのように（方法）展開していくのかに

ついて学ぶ。(目標(3)) 

第８回：保育の環境 

保育における「環境」や「環境による保育」とは何か、また環境による保育のあり方について学

ぶ。(目標(3)) 

第９回：保育と遊び 

乳幼児期の遊びの特徴や生活や遊びを通しての育ちについて学ぶ。(目標(3)) 



第10回：保育所の保育 

  保育所保育指針とは何か、また保育所における養護や子どもの最善の利益を考慮した保育について

学ぶ。（目標（3）） 

第11回：子どもの発達の特性① 

  乳児、1歳以上3歳未満児それぞれの発達の特性を理解し、発達の連続性を踏まえた保育について学

ぶ。（目標（3）） 

第12回：子どもの発達の特性② 

  3歳以上児の保育の基礎を理解するとともに、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を活用した保育の

可視化について考える。（目標（3）） 

第13回：保育のあゆみ（諸外国） 

保育の歴史を学ぶ意味を知り、諸外国においてその考えがどのような時代的・社会的背景に支

えられて生じたものか、また現在の保育の考え方にどのような影響を及ぼしているのかについ

て学ぶ。(目標(4)) 

第14回：保育のあゆみ（日本） 

諸外国のどのような保育の考え方や流れが現在の保育所や幼稚園の保育に影響を及ぼしている

のかなど日本の保育の歴史や保育制度の変遷について学ぶ。(目標(4)) 

第15回：保育の現状と課題 現代の保育における課題と展望 

現代の子どもの生活環境や子どもの保護者の状況を踏まえ、保育における課題とその展望につ

いて学ぶ。(目標(5)) 

定期試験 

学 生 に 対 す る 

評 価 

定期試験90％、小テスト等10％で評価する。 

なお、レポート・答案等の提出物へのフィードバックについては、以下の方法等による。 

・コメントを記載して返却する。 

・授業またはオフィスアワーに、口頭で行う。 

・答案例を配布する。 

時 間 外 の 学 習 

に つ い て 

（事前・事後学習として週４時間以上行うこと。） 

講義内容に関する小テストを課す時は、解答して正解を確認した上でファイルしておくこと。 

テ キ ス ト 

『保育所保育指針』（平成29年告示） フレーベル館 

『保育所保育指針解説』フレーベル館 

『幼稚園教育要領』（平成29年告示） フレーベル館 

『幼稚園教育要領解説』 フレーベル館 

『幼保連携型認定こども園 教育・保育要領』（平成29年告示） フレーベル館 

『幼保連携型認定こども園 教育・保育要領解説』フレーベル館 

参 考 書 ・ 

参 考 資 料 等 
適宜紹介 

担 当 者 か ら の 

メ ッ セ ー ジ 
特になし 

オフィスアワー 授業の前後の時間（メール等でアポイントを取ること。） 

 


